
長
い
問、

ア
ジ
ア
調
査
会
の
研
究
部
円
で
あ
る
ア
ジ
ア

助
氏
が
昨
年
非
れ
亡
く
な
ら
れ
た
。

永
井
氏
を
し
の
び

川
1
日
制
刊
に
拘
椛）

を
転
峨
す
る。

研
究
委
員
会
の
代
表
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
間
際
政
治
学
者
の
永
井
陥
之

、

現
・

代
表
幹
事
の
中
的
出
雄
氏
が
A
か
れ
た
ぶ
悼
文
（
毎
日
新
聞
4

永
井
陽
之
助
氏
を
し
の
ぶ

平
和
論
過
剰
の
言
論
界
に
挑
戦
し
た
現
実
主
義
者

長
年
ア
ジ
研
の
代
表
幹
事
つ
と
め
る

文
学 、

村
学
か
ら
物

列
学
や
精
神
医
学
に
い

u－十』広今

た
る
住
伎
な
学
識 、

坂

口
安
丹
や
丸
山
点
川点 、

E
・

フ
ロ

ム
、

ハ

ン

ナ
・

ア
l
レ
ン
ト 、

エ

リ
ッ
ク
・

ホ
ッ
フ
ァ
ー

か
ら
D
－

リ
ー

ス
マ

ン 、

ス
タ
ン
レ
l
・

ホ
フ
マ
ン
に
い
た
る
知
的
系
譜 、

研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
文引
い
と
挑
発
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク 、

ま
さ
に
わ
が
同
て
十
附
紀
知

誠
人
の
以
も
似限
れ
た
到
述
内…
を
ぷ
し

続
け
た
川
際
政
治
学
の
永
ル
陥

アジアH寺報
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国
際
教
養
大且ムザー

理
事
長

中 ： ム
嶋： 主
嶺？

雄：

之助
氏

は、

昨
年ぶ
に逝去さ
れ
て

い
た 。

大きな政失
であ
る

。

私

例

人

に

と

っ

て

も

永

井

先

生

は

か

け

が

え

の

な

い

作

従

で

あ

っ

た
。

私
の
著
作
を
引
用
さ
れ
た
か
ら
と
名
著
「
平
和
の
代
償』
（
中

央

公

論

社
）

を

署

名

入

り

で

附

っ

て

く

だ

さ

っ

た

の

が
一

九

六

七

年

初

顕

だ

っ

た

の

で
、

も

う

問

O

年

以

上

も

前

の

こ

と

に

な

る
。

川
代
川

は
、

氏

が

収

米

中

に

川

会

っ

た
．

九
L
ハ．．
 

年
の
キ
ュ
ー

バ

危
機
に
強

永井陽之助氏を偲ぶ　平和論過剰の言論界に挑戦した　『アジア時報』5月号-2009.05.01



〈アジア研究委員会における永井先生の報告〉

中国研究報告1永井陪之助東京工業大学教授1968年5月25日 『ベトナム以後と中国j

アジア・クオータリー2-1永井陽之助1969年1 1月25日 I米アジア政策の転換とその政治的背景j東京工業大学教授

永井陽之助東京工業大学教授1972年 1月25日 f日中交渉の論理とその国際的背景j

1974年8月号永井陽之助東京工業大学教授1974年6月25日 f国際環境の構造変化とアジア（総論）j

1976年7月号永井崎之助東京工業大学教授1976年5月25日 fデタントのアメリカ囲内条件j

1979年5月号

1980年8月号

永井陽之助

永井陥之助

東京工業大学教授

東京工業大学教授

1979年3月26日 『アジアの新情勢と日本外交j

1980年5月28日 f新段階の米ソ関係j

1983年10月27日 f米固から見た日本の防衛論争j 永井陽之助東京工業大学教授

19部年10月号永井陥之助青山学院大学教授fSDIとアジアの安全保障j1985年6月25日

}9;邸年5月号永井陥之助青山学院大学教授1988年2月25日 f米ソ新デタントの進展とその代慣j

四90年6月号永井陥之助背山学院大学教授f冷戦は終わったかj四卯年3月23日

い
衝
撃
を
受
け、
朝
鮮
戦
争
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
ま
で
を
見
据
え
て、

核
時
代
の
日
本
外
交
の
拘
束
と
選
択
の
有
様
を
示
し
た
力
作
で
あ
っ

た。

平
和
論
過
剰
の
わ
が
国
の
言
論
界
に
い
わ
ば
現
実
主
義
の
立
場

か
ら
切
り
込
ん
だ
挑
戦
で
あ
る
。

私
が
永
井
氏
に
最
初
に
お
会
い
し
た
の
は、
一

九
六
七
年
春、

日

米
知
識
人
会
議
へ
の
出
席
を
松
本
重
治
氏
か
ら
要
請
さ
れ
た、

国
際

文
化
会
館
で
の
準
備
会
の
と
き
で
あ
っ
た。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
パ
l
グ

で
開
か
れ
た
こ
の
会
議
は、

日
本
側
が
笠
信
太
郎、

桑
原
武
夫、

永

井
道
雄、

加
藤
周
一
、

坂
本
義
和
の
各
氏
ら、

米
国
側
が
D
・

リ
ー

ス
マ
ン
、

E
・

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ル
、

ス
タ
ン
レ

ア
ジ
ア
研
究
委
員
会
を
リ
l
ド

自
身
も
打
回
の
研
究
報
告

-50-

昨
年
暮
れ
亡
く
な
ら
れ
た
永
井
陽
之
助
氏
は、

ア
ジ
ア
調
査
会
に

と
っ
て
切
っ
て
も
切
れ
な
い
「
恩
人」

で
あ
る
。

ア
ジ
ア
調
査
会
草

創
期
の
1
9
6
6
年
叩
月
に
ア
ジ
ア
研
究
委
員
会
に
入
ら
れ、

2
0

0
5
年
5
月
に
体
調
が
す
ぐ
れ
ず、

委
員
を
辞
退
さ
れ
る
ま
で
伺
年

近
く
研
究
委
員
を
務
め
ら
れ、

中
嶋
嶺
雄
氏
と
と
も
に
長
い
間
幹
事

と
し
て
研
究
委
員
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
。

こ
の
間、

ご
自
身
も、

記

録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
も
上
の
表
の
よ
う
に
竹
田
に
わ
た
っ
て
調

査
・

研
究
結
果
を
報
告
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
そ

の
時
々
の
最
も
重
要、

か
つ
緊
急
な
課
題
を
取
り
上
げ
ら
れ、

時
に

鋭
い
批
判
を
加
え
た
り、

提
言
を
さ
れ
て
い
る
。

（
編
集
部）
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そ
う
そ
う

ー
・

ホ
フ
マ
ン
、
R
・

ス
カ
ラ
ピ
l
ノ
各
氏
ら
の
録
々
た
る
面
々
で、

中
国
の
文
化
大
革
命
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
テ
l
マ
で
あ
っ
た。

こ
の

会
議
で
は
私
が
最
年
少
か
つ
最
初
の
訪
米
だ
っ
た
の
で、

会
議
の
後

に
永
井
氏
と
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
ご
一

緒
さ
せ

て
い
た
だ
い
た。

中
国
の
文
化
大
革
命
の
余
波
は、

ま
も
な
く
わ
が
国
の
大
学
紛
争

へ
と
連
な
っ
て
い
っ
た。

東
大
の
安
田
講
堂
落
城
が
注
目
さ
れ
た
け

れ
ど、

実
は
東
京
教
育
大
と
東
京
外
大
の
紛
争
も
深
刻
で、

や
が
て

東
京
工
業
大
へ
も
波
及
し
て
い
っ
た。

私
は
東
外
大
の
教
授
会
代
表

委
員
と
し
て
過
激
派
学
生
と
対
決
せ
さ
る
を
得
な
か
っ
た
が、

永
井

氏
も
東
工
大
で
入
社
系
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
り、

私
の
束
外
大
で

の
経
験
を
東
工
大
で
講
演
し
た
こ
と
も
あ
っ
た。

こ
の
学
園
紛
争
を

そ
う
し
よ

国
際
的
視
野
で
論
じ
た
書
が
『
柔
構
造
社
会
と
暴
力』
（
中
公
叢
書）

で
あ
る
。

同
じ
中
公
叢
書
に
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
や
日
中
友
好

外
交
を
批
判
的
に
論
じ
た
『
多
極
世
界
の
構
造」
、

政
治
的
資
源
と

し
て
の
「
時
間」

を
「
非
対
称
紛
争」

と
し
て
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

当
て
は
め
て
論
じ
た
『
時
間
の
政
治
学」

が
あ
る
。

こ
う
し
た
旺
盛
な
言
論
活
動
の
な
か
で
の
学
術
的
貢
献
が、

永
井

主
査
に
よ
る
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定
研
究
「
国
際
環
境
の
基
礎
的

研
究」

で
あ
っ
た。

こ
の
共
同
研
究
は、

国
際
的
な
冷
戦
研
究
と
し

て
注
目
を
集
め、

京
都
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
世
界
第
一

線
の
学
者
が

集
ま
っ
た。

そ
の
成
果
が
英
文
で
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
出
版
会
か
ら

出
さ
れ、

わ
が
国
で
は
永
井
著
『
冷
戦
の
起
源」

な
ど
の
「
叢
書

国
際
環
境」
（
中
央
公
論
社）

と
な
り、

永
井
氏
は
日
本
国
際
政
治

学
会
理
事
長
に
も
就
任
さ
れ
た。

当
初
は
現
実
主
義
の
立
場
か
ら
理
想
主
義
者
の
平
和
・

安
全
保
障

論
を
鋭
く
批
判
し
た
永
井
氏
だ
っ
た
が、

言
論
や
政
治
に
軍
事
優
先

傾
向
が
強
ま
る
な
か
で
氏
は、

主
に
岡
崎
久
彦
氏
と
の
論
戦
を
意
識

ぷ
ん
げ
い

し
て
防
衛
論
を
『
文
義
春
秋』

に
一

年
間
連
載、

八
四
年
度
文
春
読

者
賞
を
得
て
い
る。

永
井
氏
の
一

九
八
五
年
の
東
工
大
最
終
講
義
を
巻
頭
に
し
た
『
二

十
世
紀
の
遺
産」
（
文
義
春
秋）

は、

粕
谷
一

希
氏
と
私
も
お
手
伝

こ
う
か
ん

い
し
た
浩
織
な
編
著
で
あ
り、
氏
の
人
脈
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る。

そ
こ
に
登
場
す
る
高
坂
正
売
氏
も
江
藤
淳
氏
も
す
で
に
亡
く、

神
谷

不
二
氏
も
つ
い
最
近
永
井
氏
の
後
を
追
っ
て
急
逝
さ
れ
た。

こ
れ
ら

の
方
々
は、

佐
藤
栄
作
政
権
の
時
代
以
降、

首
席
秘
書
官
・

楠
田
賀

氏
の
も
と
で
日
中
関
係
や
日
米
関
係
の
方
策
を
永
井
氏
と
と
も
に
提

言
し
た
論
客
で
も
あ
っ
た。

永
井
氏
が
論
じ
た
軽
武
装
・

日
米
同
盟

重
視
の
「
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
は
永
遠
な
れ」

と
の
見
解
が
一

部
で
誤

読
さ
れ
て
も
い
る
昨
今
だ
け
に、

氏
の
一

貫
し
た
警
告
を
忘
れ
て
は

な
る
ま
い
。

な
お
永
井
氏
は
毎
日
新
聞
社
ア
ジ
ア
調
査
会
ア
ジ
ア
研
究
委
員
会

の
代
表
幹
事
と
し
て
も
貢
献
さ
れ
た。

-51一

。

国
際
政
治
学
者、

永
井
陽
之
助
氏
は
昨
年
ロ
月
初
日
死
去。

制
歳。
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「平和論過剰の言論界に挑戦した現実主義者j
中蝿嶺雄

BR£奴アジア調査会州l新川


